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あり Ci' l : , そミから生ずる階級的緊張関係の爆発
によ〆， C共同体は破壊 3れていくこ止になる方、ム
である。
( i1 ・. 田中氏暗『ロシア経済思想史に）研究』 （ミ
ネルヴァ書房，昭和42年〕は， この間の経過を思想、史
的にねlりjLt・ I. ＇）と f』出色？ある。
en'.!) 'Li＞、 ikr;,1.1:N省農日正動のド目安全報告！ U長
沢東選集』，第 1巻，北京外文出版社， 1968年〕， 49～
55ヘ ダo ~， J 「中関ヰ，＿,iと中川 Jt産党！ (Ir f; i; (le［選
集』，第 2t主）， 437～438ページ。
Or：け 19'.!'.!if二日月｛一説f-Ct. lOJJ) .I •'fl共ペサ〈
会c'）大会？-f.干TはiX.u〕上つにい勺 U、るゆ 「1i1l司共産党’
は労働者れよぴ害者袋の内面山手IJ主主をはか 7.，ためド，労
働者ぷ ！＼ がん i主義f；.＇，＇，命運動ペ媛 WJ 司労働 Jういよ
「F貧艇が小ブルジ zアジー止ともに1(i’主主主［ドjil介戦
線を 1 「、 f二て二J ；ぅ ~I• (1,, 7 -r-l•V:i, だが勺納者
諸計はこυ）民主主義連合戦線0）中にあって，少な〈止
も小 .，ジョ’~· - J，付属物ピノるの r はなく， I分
自身のl崎f)kUJ利品iJ) t：めに戦わねばな I'/,: ＼、 I L. t：が
って’＇.ld動者訪れはずぺ」仁， n分子ちが剣＇ ,'/ I.たれ介つ


















































三の調査結果を基にして数多く横行調査があるコ山を i写定十る論者ーがいた三とにはを i•iJ け Ii くて i士
以らないぺ j成能通孝：(i上5），福武lt（けい等がそれで その •IIでも故仁井の研究報告がはされてャるが，
問問氏の研究は民村社会の規範意識ないし農村社:tlG能氏の場frは阿欧ないし口本の歴史を近あるご
「生きた会を現実に規律している法慣習としての1-:化の典型！！としてとらえ上うとするところがあ
をi毛；点的に扱ってL、るところか「ラ共同態的mよ去 ！ 同hkt,,、LW本山｜封建的j 共同体およびレ
二2〕－ -r; 






( ,I l、！ 前｝f1 :r,1 1H 主 tf1でハ幹1;;1;I 
I%討＇I7 fl), :l8＂、ーン c
(; I 2) 今場1;,1員三『，j,i司近代史研究f.-Ji'』 (})Jなι占
l'lfi81［.）、 19べ←：..－ f て.士従来・l11Ii.研究41主I) ；：）批
n1 ,. 1. r 1・、fij体（）制点 Cl）不i己主；払 I；て l、るが，＿，lj1f:JI：、
体ベ十時ー》 ！・日向行；.111 I 1 .'JたちJI J~· 1/J J、例外： i1) ). 
I. , I mi＋；立造i了、JtP ／，＼ β ノト；1'I. C l、t:.
( :! :l ) . ＇ソグソ、・，：； erー，← ？.＇， iJ, ,i: WI J( j’家/it:
;1, ° IH.l'H,'Lil C/1 1 r ,'H,J, 11{1111:wr l. 
( ,1.,j ) t: i えlJ' f ノL ク人 irf百人資本1・1ic¥Jiる照
明（＇） 1',・ 'f< ([;,]JI, ,1l Hl5 J-'.『氏本論』， :n:J {I;：βl fl1?1l 4 
i品筑波｝草， ・,-: /f'Uti,i;, 11ra1142,n, 412～41；十、 ンB
/ !I:5 ) JI~. 能組ギ i 支 JJl,U也 t)dl'l i ri'，民」 （＇ 支針＞ti
十：H'ti1，！品作担；－；＇， J：』総 i川， 1.i[ψidf’先1'1i, I『｛1'118"1入
15＇）～ 282マ＼」 c,,
（；！心） 怜l』，＇.；[I'( i＇，い ii_:',J十；fl（と J ' ~Yi j;'i.Ji （た守jf’，；：
J l).1,i[ , j,，－：＇.，し寸 1if !:!:i1'1, 195:l"I ）ρ 
( i 7' J却if¥'Jにわりる i地改 ／（<J,i品私idり中Efこそえ
If i;,":.): lた，；.：,i,t;F,;:,，・，れる。 1 JI{:fUJ也」ュ貯tK,.:, JU也
I.I民約封建おi口；l(i',JL.tli-Yi 1制変為農民的上地所有制i
l紡／！.・JI Hlぷ）J(1'f全自己「戦阪中的湖H’J殺民J,:r新1(iJj 
級品 ;T, :1 ￥主7{¥(i却し 1951 ;r今 4月）a
( fl今 8) 『現代アジアゾバt，命と it；』（上） Ul /Ix能 J重孝
氏による／；；；，1.（『法律時報』， 39巻 2号， 19G7'42} 1) 
: i戦1liし〉ご 1・分 ／）研究を省みて，／{jj夕、同体不在論に
c'！った問題提起合きれた。すなわち， 「半値上えI也｛ヒ L
！.・＼長しJ1 ¥q ・J ・> a -J-リズムが村落を媒介者とすゐナ i
ョブりス人 f二った Jハか，村務 i,l.くは村落的協同体を
必ず「－＇： Lないナショアリスムだったのかのとちん bーで
あり， ιI,fを吉だと寸乙 t,:（， ば，何が主攻な起点にな
っと人j亡.；, m i.'1E統 4 がと＇＇・まれているか j とい ιいりで
ある。 IYJ，・カ h,:1:,1足lU後者でなく前者に泣かれるヘき
それ均為自給自足的でない土ころからJ,t向. -- 川、j ぜ＼唱
cu・.w赴U],体不在日命を日止さ， i旦；こ町村（郷銭）山lUJに社会的 1・
1,;J氏の立論itl 






会化 f資本 L？主flこj • ,,!) ;°U(I）可能性のi奇定iこほかな
1+1 jJjにお＼ .て；士、資本i二茶化：t「） t;. ¥ . ＇権かにラ
11五i革命（／パ｝たム Lた札 u,可！；（されよ仁か ・, fこか，





















































































































































































































































































































































































































































































































iで 省 :m 
｝；、！14, ri1; 安 70～舟｛｝
r 梧 IK 
i1t 宣林 IO 
.1 じI)ρ 港、 （｝ 
福主主， 建 陽 70～ 80 
o7 






ど！鮮， 1！聖 錫 7.Kl 
•"! 熟 7 












J且 jJ.: 0.4 
雲南， Flo 明 0.2 


















































応ずる lJ友人［三奨励 •'.r.:等士 ＇J- えるの 13）民間 fぃ、 L ｛京
1布団の維持車。（.1)/J友人の冠的葬祭の詰lJ令。
E：二 jぃt,,If》1;・ろ〔／）名称i二上., ・crif ばれるが（[):, ', 
これらの用i全は同組問肢の；：CT：；後に明白なように‘






ノ＇ - 0 
た（＇!11¥主長，1灼こ氏絞れ役F，でふるが噌これには頭演，
族長権威なし‘し共同態的規制の以！の過程は，評議員，支配人，収入役，会計官長咋がある＜I7) 
歴史的に存した血縁的要素が，本命直前うt,lと，特定の家系に主長， M託只J土原則と L 亡，¥1JH浜、



























る私的所 有 J）契機と血縁的共同態的椀；協のあり 場A-，最低生活水準維持のために大家族形態をと
かをけとめて〈るか九である。 fl本の場行， 長子十tl るための死後相続を行なうこ正になる (ltJ7)（第f表

































農家主t'l号！JI I ! I ' I 
（｝～YIHl～29".JO～4950～6970～99 1削～ i総；H
（苧畝） I 
人ll総数i82:,I 1 . on 59:il 45:JI :ig店 2:1:i :l,57] 
家数I1741 167! 761 4:il :i7i rn: 515 





















































Cl! (i〕 イニJlfl幣 lf,1,rqの農村家族』， 67-8立＜ー
ン。
(II 7) 陳｛ネラf＇.著， iι減愛三乙，V{lim支)tj＼におりる農
村社会』（叢文閣，昭和14年〉，印刷60ベージ。
Cti 8) 仁）I川津『【1，廿iの農村家族』，8:lベ－ 0によ
れば， 4しり原Jli]Lt華北に ,fjl、てむ [ijじCある。




( IUZ) J. Doolittle, Social Life of the Chinese, 
Vol TI (Taipei、Cheng-WenPuhlishin広 Company,
1966, Original edition published in 1865), PP-三24-
2:-10には均分析j統を否定ずるような記述があるが，中
i司全体 ）－ して； t均分主義が一般的であっfこり
(/113〕 Ta《lashiFukutake, Asia月 RuralSociety: 
China, lndia, Japan (University of Tokyo Press, 
19吋7),pp. 24-25, 179～181. 
(/114) {:Jilli陸 l[',t,Ir~ の農村家秩』。
(ltl5) Fei Hsiao-tung and Chang Chih-i, Earth-
bound China (Revised Engl. ed. prepared in 
collaboration with Paul Cooper and Margaret Park 
Redfield, Chicago, 1945), p. 302. 









（注 4) 今崎Iiぃ：長；『中川、＇）社会総造』 ( i斐！羽， fi,j
:fl28年〕，75～8:1ベーシ。あるいは仁井川I'l；『支郎身分
法史』（南方文イじ学院， l/{t117年〕，］97ベー－ ,; tメドυ
（注s) 河北i"f附では「ほ庄一j「ド紀地J, LU東ε
「祭凹J.江蘇では「祭出 l，「義粁 1，「発熱j，湖北で
J 「義j1 I，「義也｜町均jl七：i土 fHIIIJ, l"il;ilJ, 14川
でit「義 I.J，「義苧 I, I義家l，桝i1:-c1,t「対応 I,
I twJ産j，「，1e産J, i公常 Ili，福住ごは［てを；IiI, JJ －.、 •ic
(ill!)) 仁JII！陸引けし！の農村家族』， 108～109へー
シ。
(il:20) Max Weber, lヰrirtsrhaft und Gesell-

















































































第s；提 農民の総収支に対する貨幣収支の百分ネ （%） 
'i ｜県なU、髄可｜総支！十1に三／；総収入に
し地域 i 1／） る百アI5｝〆iめる百分z干1 
1i'1J主字｛｜監山県＇ 1922今」l 70 <J l 臼 6
幻tそノal蕪湖附近 il922今｜ n.'l I 45.2 
F可川？；｜成都平原 11925咋！＋作： f王児.9I 84. 1 
｜ ｜ ｜ 、円！ft'井出5.s I 87.8 
｜ ｜ ｜自作農39.8 I 87 .4 
1馴省｜蛾眉 rt11925的 小作農31.21 :19.0 
！平均｜ I 52.41 66.s 
（出所〉 田中忠夫『革命支那農村の実証的研究』（衆
人材：，昭和5主「ふ 3ページから作成。
.m 6表嘉嚢朝（179ぷ～ lS'.c（川，：， x-＇（！＇における
形態別貸借/'I数
イ｛！Jl形態穀物行 幣
省 食 料 制 銭銀同銀広｜総言i
げ〈 車繋内 2 25 2 27 ,1 7 7 
(rif I白 4 22 
山 28 11 ,l9 
険商 10 48 13 61 
I 粛北南 7 8 
1稿 6 6 
'i 8 10 
市江 1 10 11 
安徽 19 19 
;'r 商 14 1 15 
i,'1 北南JI! 6 6 湖 7 9 16 
四 6 42 7 49 
福 建 12 5 17 
広東 3 9 2 11 22 
雲貴広 西南什｜ l 11 7 18 2 8 0 
6 19 25 




















！ ｛ （ 漆南東 28 1 9 18 
I.I 7 7 
22 8 14 
11 f可 :J9 3 15 21 
!;I＇.阿 o8 4 20 44 
1江漸安r椴西蘇広i~ 
8 1 A。， 5 
16 1 11 4 
12 7 5 
19 1 18 
15 4 8 3 
治湖四M1川南ヒ
6 4 2 
13 3 3 7 
48 1 3 11 33 
l九i、； 建東
17 ムワ， 6 9 
24 1 1 6 16 
広 lfI 16 I I I 4 I 12 
JS Jil 101 I 2 I 31  5 
l't 州 I 21 I I I 10 I 11 






I I 貨幣貸借｛月利） I 貨幣貸借（年華社）
ti' I県卜一γ…ー！？一一｜ 一一
I i最高｜最低｜普通！臨！長｛医者通
広両省1~11; 県！ o~;~ o.o巾．但 I , 
慰霊界県Io.os I 0.031;0.047 I I 
柳川県，Io.o4 I o.o3 ,0.03251 I 
棒林隠I0.0521 0.0290.042 I I 
龍州県Io.o3SI o.02s;o.032 I I 
雲南省｜箆明県1 I I I 0.0381 o.白剤 0.032














地主 I243刊2:jo.o! l'.LOI 4.40 5.021 トO但
冨設 il加ao; sos.o: -:398,0I 21.76. 17.591 ・4.17 
中 燦 12297.Oi1929刊－368.ol41.56! 42目 14！十0.58
貧農］1779.2]1613.3]-165.9] 32.191 35.25］十3.06
その他 i 5 Of OI -51 0.091 Oj -0.09 















地へ叫 _tjι561 7 .23¥+o.671 63 .s2I 72吋＋9.46
富農 I6 561 5.981-0.61118.201 9.65ト8.55
中農 I24 91117.9：！吋.9112 56l 10.日I2.01 
貧農及雇農 I50.49! 56.92-Hi.431 5.23 6.601+1.37 











l0 ｛＇乍民 I23.7剣山：iol-o.4ol40.741 40.5：‘11-0.21 
半 自 作 農 I43.9訓43.75]-0.18]48.86] 48.26]-0.60 
佃 差是 I21.1引27.84]+0.671 I 0.221+0.22 






2 ，（）持4 :io 1.44 
:l,4[4 円。 2.34 
1,372 67 4.88 
安徽省術開、 3,478 105 3.02 
1東：省ポ化県 日点57 ら1:3 X.70 
i'［業省 i尊化県 (l,lK5 241 2.65 
府間都県
時，177 281 4.55 
4, 2:3(,j 77 1.82 
医：1 K03 70 メー72










（注 2) 前回徳「，W初にJ:lけるi/Ji白米rt'Pb'1J, ・考察j
（東｝；〈大学東符文化研究所編『土地所有の史的研究』，
東京大学日1版会）。
( i:3 ) H＂也。
(it 4〕 境問徳， 460～461ベージにl.i／，朗l判の例がみ
えている。
（注 5) Max Weber, Gesammelte Au/siitze zur 
Religionsoziologie, I (T臼bingen.,J. C. B. Mohr, 
1920～21), s. 542. 





f ，農民離村の原関川 -, l'lt7!1fi;'l•,;j－困難者31.8%,
水災12.6%，早災 9%，殴災7.6%，郷村人口過密6.2
%，耕地i百積過小5.6%などがあげられている。
4ト，. ＝.／：、崎
市日 同開
わ之くしは， この，j、精マ中lfl京市Iの農民的色彩
-'.) r日目を共同体を背景と LIこ只体的事例の分析を
つうじて， 間接的にゆjらかにしてきたつもりであ
る川しかしながら，最初にふれζ おいたように，
原悶の徹底的解明のためには， さらに官僚資本お
よび軍閥資本の分析や， アヘン戦争以後の帝国主
義勢力の分析が行なわれなくてはならない。中国
では革命前，高利貸的商人，地主，官僚（ないし軍
1(:J）内三位一体が存したと L、われあ＇.l'lう。官僚が
l山主居の独占物と化し口、たこと it 小論のEでも
1 lfj「）れにしたが，地主・小作関係がいわば非血縁
的な合理性に上って支阻されていたことがこれに
加わって，地主の共同態的規則からの疎外をよび
起こし，共同体とは無関係な不在地主へとかれら
を転化せしめていったのである。このことは第9
友に問して若干ふれた J Jもりである（/.t2）。
士／ヒアヘン戦争以後． タトi斗資本が浸入するにつ
れ， こうした地主＝高利氏自人之官積資本は買弁
化していき，民族資本の治j汰のlドかち，軍事力を
背最とした軍閥資本がJ台頭してくるが，特に民国
以後，集積度の高い蒋，宋，孔，陳の四大家族が
悶家独占資本主義的様相をもって議場してくるに
でるつ
市市におけるプロレケ l)I革命かなぜ失敗した
かに f ）いては，別に詳細に述Jζら必要があるが，
少なくとも直接的にい， 二うしたJi(閥および四大
家族の強圧に屈したのだということができょう。
都市において挫折した革命勢力は，四省秋収暴
前，湖南農民運動，井関山を経て，李立三等の反
動もあったが，毛沢東路隷が指導権を握り農村へ
とその日先を向けるに至った。これに対し小論で
述べたように，農村共同体は，その「封建的」要
素の上に地主・小作関係の階級的緊強が高まりつ
つあったのであり，このような状況は，革命勢力
にとっては， うってつけのものにほかならなかっ
たであろう。 「湖南農民運動考察報告j における
秘先取破壊の様子を示した記述は， このことを説
lifj Lて余りある。
（注 1) 南満州、｜鉄道株式会社庶務部調査課『支那国
民俗命における農民運動』（満鉄繍遊資料第105編，昭
和4年）， 19～20ベージなどにその論理的必然性が説明
されてし、る。
〔rl:2〕 行政院農村復興委員会編r険西省後村調査』
〔トとlr(:-l:'l司）， 9ベージ。
（調査研究部）
99 
